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一中 いのちの日 
こころのＳＯＳの出し方授業を行いました                               

 2 月 9 日に山形市保健所 精神保健・感染症対策室 精神保健係の 6 名の方を講師にお迎えし

て、「こころに負担を感じたときにするといいこと」について講話をいただきました。中学生は、心

身の成長途中のため、何かと不安に振り回されやすい時期であること。ストレスとは、負担を感じ

て、脳の元気度が低くなり、判断や集中する力が減っている状態なので、よく眠ったり、読書をした

りして脳を休めることが大事であること。スマホやゲームは脳の負担になっているので、ストレス

は減らせないことなどを教えていただきました。 

また、ストレスがある状態を「紙風船」に例えて、「へこんだ紙風船は

回復するけど、つぶれた紙風船は一人では回復しないので、『大きなかぶ』

のお話のように誰かに助けてもらうことが必要」だと分かりやすく説明し

ていただきました。さらに、具体的にどのように話せばよいか、聞けばよ

いかのモデルを示していただきました。ネガティブな感情・感覚との付き

合い方や対処法を知って、心が安定しているよりよい大人へと成長してい

きましょう。 

 

 

一中生の活躍光る！おめでとうございます 

山形誠筆会書道展   県教育委員会賞 ３年 多田里佳さん 

山形南高撃杯争奪剣道大会  男子団体 ３位 

 

 

 

                               

１．２年生の保護者の皆さまへ  

「部活動の地域移行・地域連携に向けた意識調査」にご協力をお願い 

します。詳細については生徒に配付した右のプリントをご覧ください。 

大事な感覚
 の感覚が
減ると

こういう時は要 意

         
   

       
           
              

     
               

    
              
        

                           

        

             
             

                

           

                 

（講演会の資料より） 

 


